
福井のみなさん こんにちは 私たちは、ゴロムトというモンゴルの反核運動

団体です。皆さんとはメッセージで二回目の交流となります。今日、私たちも、

モンゴルの首都ウランバートルの政府政庁前広場で、12 時（日本時間 11 時）

から「フクシマの原発被害者を追悼し、核燃料サイクルに反対する」デモを行

っています。昨年の９月に反核デモを禁止されて以来、初めてのデモとなり、

警察が厳重な警備をしています。 

 私たちは、福島の原発事故の被害者の苦しみを自分のものとし、世界のどこ

の地域のどんな人にも二度と同じ苦しみを繰り返さないために、１人でも多く

のモンゴル市民に原発の危険性を知らせ、権力者に正しい判断をさせるために

今日のデモを準備してきました。福井市民のみなさんもきっと同じ気持ちだと

思います。モンゴルには原発はありませんが、原爆の原料であり、原発の燃料

となるウラン鉱山があります。去年の春、安倍首相がモンゴルを訪問した時、『ウ

ランは掘らん！』『ウランは売らん！』とプラカードに書いてスタンディングを

しました。福島の市民が今も苦しんでいるというのに、その日本にウランを売

るのは、悪魔の仕業です。そんなことまでして豊かに暮らしたいと思いません。

西日本では福井県に原発が集中し、再稼働を止めているため、安全に停止した

状態であると聞いています。私たちは、そこにウランを売りたいとは思いませ

ん。しかし、昨年の 10 月 26 日、フランスのアレバ社と日本の三菱商事が、ド

ルノゴビ県でウラン鉱山開発をすることを調印しました。私たちは、日本の皆

さんにお願いします。日本政府や企業がモンゴルの大地を掘り返し、ウランを

取り出すことをやめさせてください。日本がモンゴルに原発や核廃棄物処分場

を建設しそうになったら、止めてください。ぜひ、手をとりあって、命よりも

利益を優先する人たちを包囲していきましょう。 

 今日、一日の皆さんの活動が成功されますことを海の向こうからお祈りして

います。 

                      2014年国際婦人デーに 
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